
 
 

                        

               

お
ー 

         

 

11
月
5
日
（
土
）
午
後
1

時
30
分
か
ら
、
自
治
労
北
海

道
檜
山
地
方
本
部
第
16

回

定
期
大
会
を
、
上
ノ
国
町
総

合
福
祉
セ
ン
タ
ー
「
ジ
ョ

イ
・
じ
ょ
ぐ
ら
」
で
開
き
ま

し
た
。 

 

当
日
は
、
来
賓
8
人
、
各

単
組
・
総
支
部
か
ら
代
議
員

22
人
、
傍
聴
者
3
人
、
執
行

部
16
人
、
計
49
人
の
出
席
が

あ
り
ま
し
た
。 

 

議
長
選
出
で
は
地
元
開
催

単
組
の
新
谷
執
行
委
員
長
が

選
出
さ
れ
ま
し
た
。
続
い
て

大
会
役
員
選
出
、
そ
し
て
長

尾
執
行
委
員
長
が
あ
い
さ
つ

し
ま
し
た
。 

       

 

今
日
的
な
情
勢
と
し
て
人 

事
院
勧
告
を
巡
る
動
き
や
、

公
務
員
制
度
改
革
、
さ
よ
う

な
ら
原
発
１
千
万
人
ア
ク
シ

ョ
ン
の
取
り
組
み
な
ど
に
つ

い
て
触
れ
ま
し
た
。 

 

次
に
来
賓
の
方
々
か
ら
ご

あ
い
さ
つ
を
い
た
だ
き
、
逢

坂
衆
議
院
議
員
、
福
原
道
議
、

そ
し
て
開
催
地
で
あ
る
上
ノ

国
町
工
藤
町
長
に
あ
い
さ
つ

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

 

工
藤
町
長
は
、
「
役
場
職

員
は
住
民
の
ス
ー
パ
ー
サ
ポ

ー
タ
ー
で
あ
る
の
で
、
ま
ち

づ
く
り
に
推
進
し
て
い
っ
て

ほ
し
い
」
と
述
べ
ま
し
た
。 

 

引
き
続
き
、
労
金
函
館
支

店
二
葉
副
支
店
長
、
全
労
済

斉
木
支
店
長
、
道
消
防
協
函

館
地
方
ブ
ロ
ッ
ク
田
中
議
長

か
ら
そ
れ
ぞ
れ
ご
あ
い
さ
つ

を
い
た
だ
き
、
最
後
に
情
勢

報
告
含
め
道
本
部
藤
盛
副
委 

 

         

員
長
が
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。 

 

そ
の
後
、
報
告
第
1
号
二

〇
一
一
年
度
一
般
経
過
報
告

か
ら
報
告
第
3

号
二
〇
一

一
年
度
一
般
会
計
決
算
報
告

ま
で
承
認
を
い
た
だ
き
、
議

事
に
つ
い
て
も
議
案
第
1

号
二
〇
一
二
運
動
方
針
案
か

ら
議
案
第
6

号
役
員
の
選

出
に
つ
い
て
、
賛
成
多
数
で

承
認
さ
れ
ま
し
た
。 

 

最
後
に
、
長
尾
委
員
長
の

団
結
ガ
ン
バ
ロ
ー
で
締
め
、

盛
会
の
う
ち
に
閉
会
と
な
り

ま
し
た
。 
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あいさつする長尾委員長 

 
長尾委員長の団結ガンバロー！ 



    

10
月
29
日
（
木
）
午
後
1

時
か
ら
函
館
市
千
代
台
公
園

に
お
い
て
、
「
や
め
る
べ
、
大

間
原
発
！
10.

29
北
海
道
集

会
」
を
道
南
地
域
平
和
運
動
フ

ォ
ー
ラ
ム
主
催
し
て
開
か
れ

ま
し
た
。 

 

当
日
は
、
道
南
地
域
平
和
運

動
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
じ
め
、
檜
山 

            

    

地
区
平
和
運
動
フ
ォ
ー
ラ
ム
、 

市
民
団
体
、
そ
し
て
自
治
労
石 

狩
地
本
・
日
高
地
本
・
胆
振
地

本
な
ど
か
ら
も
結
集
し
、
参
加

者
総
勢
は
実
に
1
千
5
百
名

に
の
ぼ
り
ま
し
た
。
う
ち
檜
山

地
方
本
部
か
ら
は
、
8
単
組

1
総
支
部
合
計
45
人
が
参
集

し
ま
し
た
。 

最
初
に
集
会
が
行
わ
れ
、
北 

海
道
平
和
運
動
フ
ォ
ー
ラ
ム 

山
田
代
表
の
あ
い
さ
つ
に
は

じ
ま
り
、
道
南
地
域
平
和
運
動

フ
ォ
ー
ラ
ム
相
澤
代
表
の
あ

い
さ
つ
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、 

逢
坂
衆
議
院
議
員
も
駆
け
つ

け
、
「
人
間
の
身
の
丈
に
あ
わ

な
い
原
発
を
な
く
し
て
い
く

こ
と
が
必
要
」
と
あ
い
さ
つ
し

ま
し
た
。 

 

続
い
て
、
福
島
県
平
和
運
動 

フ
ォ
ー
ラ
ム
中
路
良
一
氏
か

ら
連
帯
の
あ
い
さ
つ
が
あ
り
、

取
り
組
み
報
告
と
し
て
、
道
南

地
域
平
和
運
動
フ
ォ
ー
ラ
ム

扇
谷
副
代
表
、
大
間
訴
訟
の
会

竹
田
と
し
子
代
表
、
元
大
間
町

議
佐
藤
亮
一
さ
ん
か
ら
そ
れ

ぞ
れ
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。
最

後
に
集
会
ア
ピ
ー
ル
を
全
体

で
確
認
し
ま
し
た
。 

集
会
後
、
参
加
者
総
勢
で
千

代
台
公
園
を
ス
タ
ー
ト
し
、
中

央
病
院
前
、
五
稜
郭
電
停
前
交

差
点
、
高
砂
通
り
を
、
「
原
発

は
い
ら
な
い
ぞ
！
」
、
「
大
間

原
発
建
設
反
対
」
な
ど
と
訴
え
、

デ
モ
行
進
を
行
い
ま
し
た
。 

       

                         

                         

 

＜秋季闘争スケジュール＞ 

・要 求 書 一 斉 提 出→10 月 2７日 

・回 答 指 定 日→11 月４日 

・重 点 交 渉 期 間→11 月７～1７日 

・組 合 旗 掲 揚→10 月 2７日～ 

・腕 章 ・リストバンド→11 月 15 日～ 

・超 勤 拒 否→11 月 17～18 日 

・出 張 ・諸 会 議 拒 否→１１月１８日 

・道 本 部 統 一 行 動→11 月 18 日 

 
檜山地本各単組・総支部組合員 

 
集会であいさつする逢坂衆議 

 

 



 

 
  

10
月
22
日
（
土
）
、
南
部

檜
山
衛
生
労
組
学
習
会
が
開

か
れ
ま
し
た
。
南
部
檜
山
衛
生

労
組
は
、
２
０
０
７
年
1
月

18
日
の
組
合
結
成
か
ら
、
お

よ
そ
４
年
経
過
し
ま
し
た
。
そ

こ
で
、
新
た
に
組
合
員
と
な
っ

た
方
も
多
い
こ
と
か
ら
、
組
合

結
成
時
の
意
識
を
さ
ら
に
高

め
て
い
く
た
め
に
、
こ
の
た
び

学
習
会
を
企
画
し
、
道
本
部
か

ら
は
、
組
合
結
成
時
に
ご
指
導

を
い
た
だ
い
た
、
松
岡
組
織
拡

大
専
門
員
、
そ
し
て
共
済
道
支

部
か
ら
山
道
管
理
部
副
部
長

が
出
席
し
ま
し
た
。 

松
岡
専
門
員
か
ら
は
、
「
組

合
と
は
何
か
」
と
題
し
講
演
が

行
わ
れ
、
「
自
分
た
ち
の
労
働

条
件
や
権
利
を
勝
ち
取
る
た

め
に
労
働
組
合
が
あ
る
」
と
い

う
こ
と
、
ま
た
、
「
組
合
が
あ

る
の
と
な
い
の
と
で
は
大
き

な
差
が
あ
る
」
と
い
う
こ
と
、

な
ど
を
改
め
て
学
び
ま
し
た
。 

講
演
の
後
は
、
組
合
側
と
当

局
側
に
分
か
れ
、
模
擬
団
体
交

渉
を
行
い
ま
し
た
。 

          

模
擬
と
は
い
え
、
切
実
な
テ

ー
マ
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
真

剣
そ
の
も
の
の
交
渉
で
し
た
。 

最
後
に
、
「
生
命
保
険
と
ラ

イ
フ
プ
ラ
ン
」
と
題
し
、
山
道

副
部
長
か
ら
講
演
が
あ
り
、
自

治
労
共
済
の
優
位
性
に
つ
い

て
理
解
を
深
め
ま
し
た
。 

 

 

                        

              
 

 
 

          

                       

檜山地方本部 当面のスケジュール  （１１月８日現在） 

１１月１３日（日） 道南労福協「ウェルフェアスクール」（函館市） 

１８日（金） 江差町職労定期大会（江差町） 

２２日（火） 南部檜山衛生労組定期大会 

       厚沢部町職定期大会（厚沢部町） 

２５日（金） 全道庁檜山総支部定期大会（江差町） 

２０１１道南退職者会連絡会第１回幹事会（函館市） 

       ２０１２道南退職者会連絡会第１８回総会（函館市） 

 せたな町職定期大会（せたな町） 

２６日（土） 道議会議員「ふくはら賢孝」連合後援会総会（江差町） 

２８日（月） 道本部第１回組織強化委員会（札幌市） 

乙部町職定期大会（乙部町） 

１２月 ３日（土） 連合檜山地協定期総会（江差町） 

１２日（月） 道本部第１回組織強化拡大行動委員会（札幌市） 

１３日（火） 第１回合同専従者会（札幌市） 

       自治労共済第２回運営委員会（札幌市） 

～ 

編 

集 

後 

記 

～ 

 

昨
年
の
４
月
に
着
任
し
、
本
当
に
駆

け
足
で
過
ぎ
た
一
年
半
で
し
た
。 

 

専
従
書
記
長
と
な
っ
て
か
ら
２
回
目

の
定
期
大
会
を
無
事
終
え
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
す
べ
て
の
組
合
員
に
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。 

 

さ
て
、
定
期
大
会
を
終
え
、
長
尾
委
員

長
体
制
の
２
期
目
と
な
る
２
０
１
２
年

度
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
相
変
わ
ら
ず

気
を
休
め
る
暇
も
な
く
、
残
り
の
任
期
で

あ
る
約
半
年
間
を
い
ま
ま
で
ど
お
り
、
駆

け
抜
け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。 

差
し
当
た
っ
て
、
い
ま
真
っ
只
中
に
闘

っ
て
い
る
確
定
闘
争
を
乗
り
切
ら
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
政
府
は
今
次
の
人
事

院
勧
告
を
見
送
り
ま
し
た
。
同
様
に
地
公

段
階
で
も
、
国
が
見
送
っ
た
も
の
を
導
入

す
る
必
要
は
な
い
と
い
う
、
道
本
部
方
針

を
踏
ま
え
た
闘
い
が
必
要
で
す
。
現
給
保

障
は
絶
対
に
廃
止
さ
せ
な
い
闘
い
、
そ
し

て
△
０
．
２
３
％
を
採
用
す
る
と
し
て

も
、
制
度
調
整
を
実
施
さ
せ
な
い
な
ど
、

勝
ち
取
る
闘
い
が
重
要
で
あ
り
ま
す
。
当

局
と
の
交
渉
は
不
可
欠
で
す
の
で
、
提
案

の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
し
っ
か
り
と
交

渉
を
行
い
ま
し
ょ
う
。 

 
 

（
佐
野
） 

 

 

 
模擬団体交渉のようす 


